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問 教育支援課　 ☎０２７‐２１２‐４０３９

家庭訪問支援のパイオニアこどもの気持ちに寄り添った支援

誰もが安心して過ごせる居場所に

教育支援教室

　オープンドアサポーターは家
庭訪問の際、登校を強く誘うの
ではなく、こども自身の気持ち
に寄り添い、少しずつ変化して
いく気持ちを聞き、思いを受け
止め、励まし認めながら共に歩
むことを心掛けています。

　困り感を解決できず登
校できない時、学校以外の
居場所が必要です。その一
つが教育支援教室。指導員
の支援の下、自分のペース
で学習したり、みんなで楽
しく過ごしたりします。心
地よい場所で、自己肯定感
を高めていきます。 

教育支援教室等利用者支援事業補助金

　日々こどもたちの気持ちに寄
り添い、それぞれのこどもが今
できる学びに自ら取り組むこと
ができるように支援していま
す。担任や関わりのある先生と
連携しながら、相談室がこども
たちにとって安心して過ごせる
場所となるように取り組んでい
ます。

　学校に行くことができていない、教室に入ることが
できない状態が続いているこどもの居場所として、に
じの家、かがやき、あすなろ、かけはしの４つの教育
支援教室を設置し、学習支援や交流活動をしています。
青少年支援センター所属の心理師を各教室に定期的に
派遣し、こどもや保護者との面談も実施。また、常時
活動のほかに次のような取り組みもしています。 

教育支援教室・にじの家

校内相談室

　中学校を中心に、自分のクラスに入りづらいこどもが、相
談室などの落ち着いた空間で学習 ･ 生活できるようスクール
アシスタントを配置しています。スクールアシスタントは、こ

どもから悩みや不安を共感的に聞き取り、教職員やオープン
ドアサポーターと連携しながら、学習支援や体験活動といっ
た一人一人に寄り添った支援を実施しています。 

屋外体験学習

●４教室合同での天文教室や屋外体験学習、環境教室、
屋内レクリエーションなどを開催。こどもたちが活動
している時間には、保護者同士の交流会も同時に実施
しています。
●中学生の保護者を対象に、定時制・通信制高校やサポー
ト校の職員による進路説明会を年２回実施しています。 

髙橋 みち子さん
（カウンセリング＆コミュニケーション・ミュー）

オープンドア
サポーター木下 美香

スクールアシスタント

　昨年度、全国で不登校児童生徒数は 34 万人を超えて、過去最多を更新。本市でも 700 人を超えました。
学校に行けなくなる要因は多岐にわたっており、「学校生活に対してやる気が出ない」という理由が最も多く、
次いで「不安・抑うつ」や「生活リズムの不調」などが挙がっています。 本市では「すべてのこどもの学ぶ
機会の充実が大切」と考え、さまざまな取り組みをしています。

支給額＝月１万円を上限に自宅と支援施設の
直線距離に応じて支給します
申請方法＝年３回に分けて学期ごとに申請。
次回の申請期間は３学期終了から４月 21 日㈪まで

　経済的に困難を抱える世帯（要保護、準要保護世帯）
を対象に、教育支援教室や市が認めた民間施設に通う
こどもの保護者への交通費の補助をしています。
補助対象＝公共交通機関や自転車など、全ての交通手段
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　家の外に出るこ
とをためらってい
る不登校のこども
に対して、支援員
がオンラインでの
学習支援・交流活
動を通して、人と
つながる喜びを実
感し社会的に自立
していくことをサポートしています。学校から貸し出さ
れている児童生徒用タブレットで参加できます。参加す
る際は、学校に相談してください。
対象児童生徒＝市立小中学校に在籍し、学校・教育支援
教室・民間施設などに通えていないこども
配信日時＝授業日の火木曜、10 時～ 15 時

オンライン支援員

福島 利行 佐々木 美乃

人とつながるきっかけづくり

　オンラインで他の友達と一緒に学ぶことを通して、気
付く楽しさや知る楽しさ、考えを伝え合う喜び、つなが
る安心感を得られるような居場所づくりに努めています。

不登校児童生徒オンライン支援「まえばしコネクト」 新

齊木 一敏
教育支援教室指導員
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